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大
宰
府
の
長
官
と
し
て
都
か
ら
赴

任
し
た
大
伴
旅
人
が
、
自
邸
で
催
し

た
「
梅
花
の
宴
」
。
日
本
最
古
の
歌

集
『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
の

宴
の
序
文
か
ら
二
文
字
を
採
り
、
元

号
「
令
和
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
伴
旅
人
が
生
ま
れ
た
西
暦

6
6
5
年
は
、
太
宰
府
市
域
の
北
に

そ
び
え
る
四
王
寺
山
（
標
高
4
1
0

朝
鮮
半
島
西
部
で
の
白
村
江
の
戦
い

で
中
国
の
唐
に
敗
れ
（
6
6
3
年
）
、

大
陸
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
て
水
城
を

築
い
て
い
た
の
で
す
（
6
6
4
年
）
。

　
6
6
5
年
の
秋
八
月
、
朝
廷
は
長

門
国
（
山
口
）
そ
し
て
筑
紫
に
百
済

貴
族
を
派
遣
し
て
城
を
築
か
せ
ま

す
。
筑
紫
に
は
憶
礼
福
留
・
四
比
福

夫
を
遣
わ
し
、
大
野
城
と
基
肄
城
の

二
城
を
築
か
せ
た
こ
と
を
、
歴
史
書

『
日
本
書
紀
』
は
記
し
て
い
ま
す
。

　
憶
礼
福
留
は
、
白
村
江
敗
戦
後
日

本
の
船
師
と
と
も
に
渡
海
し
亡
命
し

た
貴
族
で
、
兵
法
に
詳
し
い
人
物
で

し
た
。
四
比
福
夫
は
、
百
済
の
都
・

泗
沘
城
と
同
名
で
あ
り
、
王
都
に
ゆ

か
り
の
あ
る
一
族
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
二
人
と
も
大
陸
的
な
戦
法
や

築
城
技
術
に
長
け
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。

　
大
野
城
は
、
四
王
寺
山
の
頂
部
の

南
北
約
３
㎞
・
東
西
約
1.5
㎞
と
い
う

広
大
な
範
囲
を
土
塁
や
石
塁
な
ど
で

囲
ん
だ
城
で
す
。
基
肄
城
と
と
も
に

日
本
で
は
じ
め
て
城
壁
を
備
え
た
大

陸
系
の
城
で
し
た
。
土
・
砂
を
薄
く

積
み
叩
き
締
め
る
「
版
築
」
と
い
う

中
国
文
明
を
形
成
し
た
土
木
技
術
を

使
っ
た
土
塁
や
、
巨
石
を
積
み
上
げ

た
石
塁
な
ど
、
大
陸
由
来
の
土
工
技

術
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
巨
大

で
、
百
済
王
都
の
北
辺
を
守
る
扶
蘇

山
城
と
よ
く
比
較
さ
れ
ま
す
が
、
規

模
は
こ
れ
を
凌
駕
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
史
的
に
も
、
ま
た
技
術
の
伝

播
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
山
城

で
す
が
、
こ
れ
を
見
た
当
時
の
人
々

は
、
こ
の
地
が
激
動
す
る
大
陸
に
飲

み
込
ま
れ
戦
場
に
な
っ
た
と
悲
嘆
し

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の

後
は
、
軍
事
・
外
交
の
最
前
線
と
し

て
大
宰
府
が
整
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
築
城
の
年
に
生
ま
れ
国
際
的
な

教
養
を
育
ん
だ
人
物
が
梅
花
の
宴
を

催
す
よ
う
な
文
化
の
地
と
な
り
、
両

城
も
万
葉
歌
に
詠
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
秋
八
月
」
は
旧
暦
で
、
今
年
は

９
月
下
旬
か
ら
〜
10
月
中
旬
に
あ
た

り
ま
す
。
築
城
1
3
6
0
年
を
迎
え

た
秋
の
山
城
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
文
化
財
課
　
井
上
　
信
正
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大
野
城・基
肄
城
1
3
6
0
年

485
vol.

ｍ
）
の
山
上
に
、
国
内
最
大
級
の
古

代
山
城
・
大
野
城
が
築
か
れ
、
ま
た

南
の
基
山
（
佐
賀
県
基
山
町
・
筑
紫

野
市
、
標
高
4
0
4
ｍ
）
の
山
上
に

基
肄
城
が
築
か
れ
た
年
で
す
。

　
当
時
日
本
は
対
外
危
機
の
中
に
あ

り
ま
し
た
。
か
ね
て
よ
り
交
流
が

あ
っ
た
百
済
国
（
西
暦
6
6
0
年
滅

亡
）
の
復
興
の
た
め
派
兵
す
る
も
、

じ 

て
い

き  

ざ
ん

は
く
そ
ん
こ
う

た
た

は
ん
ち
く

し

な
が

と 

こ
く

と
う

お
く
ら
い
ふ
く 

る

ふ
な
い
く
さ

へ
い
ほ
う

し

　ひ 

ふ
く 

し

　ひ

し

　ひ

ふ

く
だ
ら 

こ
く

い
の
う
え

の
ぶ
ま
さ

大野城跡（政庁跡背後の山上）

基肄城跡（政庁跡正面奥の山上）

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
公
約

で
あ
る
７
つ
の
プ
ラ
ン
を
実
行

に
移
す
た
め
ま
ず
手
掛
け
た
の

が
第
２
期
の
総
合
戦
略
、
通
称

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

底
力
総
発
揮
（
成
長
）、
全
世

代
居
場
所
と
出
番
（
移
住
定
住
）、

大
太
宰
府
（
圏
域
拡
大
）、
持
続

可
能
性
（
行
財
政
改
革
）
の
４

つ
の
構
想
と
戦
略
が
柱
で
す
。

そ
の
中
で
実
現
し
た
の
が
ふ

る
さ
と
納
税
等
増
収
、
中
学
校

完
全
給
食
、
史
跡
の
先
進
的
多

用
途
活
用
、
民
間
プ
ー
ル
を
活

用
し
た
水
泳
授
業
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
構
想
戦
略
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
新
た
に
課
題
解
決
先

進
都
市
だ
ざ
い
ふ
を
目
指
す
の

が
第
３
期
総
合
戦
略
、
通
称
続

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

危
機
管
理
の
徹
底
強
化
、
子

ど
も
ま
ん
な
か
、
市
民
と
交
流

人
口
関
係
人
口
の
相
互
発
展
、

新
し
い
公
共
、
歳
出
入
一
体
改

革
を
柱
と
底
流
に
据
え
ま
す
。

本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
私
の
遺
言

と
思
っ
て
も
ら
い
愛
す
る
太
宰

府
市
の
更
な
る
飛
躍
に
活
か
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
本
望
で
す
。
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（令和7年）
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注）記載しているものは、
　　第2期総合戦略の
　　主な施策です。

～100 年後も続くまち「課題解決先進都市だざいふ」を目指して～～100 年後も続くまち「課題解決先進都市だざいふ」を目指して～～100 年後も続くまち「課題解決先進都市だざいふ」を目指して～

第
３
期

総合戦略（通称   続まちづくりビジョン）

巻頭特集

民間プールなどを活用した
水泳授業実施

民間プールなどを活用した
水泳授業実施

民間プールなどを活用した
水泳授業実施

史跡の先進的多用途活用
令和の都だざいふ「梅」プロジェクト
史跡の先進的多用途活用

令和の都だざいふ「梅」プロジェクト
史跡の先進的多用途活用

令和の都だざいふ「梅」プロジェクト

中学校完全給食開始
給食費３割助成

中学校完全給食開始
給食費３割助成

中学校完全給食開始
給食費３割助成

ふるさと納税寄附額UP
予算規模、市税収も大幅上昇
ふるさと納税寄附額UP

予算規模、市税収も大幅上昇
ふるさと納税寄附額UP

予算規模、市税収も大幅上昇

ふるさと納税寄附額ふるさと納税寄附額
大幅増加！！大幅増加！！大幅増加！！

第2期   　　　　（通称 まちづくりビジョン）のあゆみ総合戦略総合戦略

太宰府の底力総発揮構想
（成長戦略）

令和の都大太宰府構想
（圏域拡大戦略）

持続可能な太宰府構想
（行財政改革戦略）

全世代居場所と出番構想
（移住定住戦略）


